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研究分野：リハビリテーション 

科研費の分科・細目：人間医工学 ・ リハビリテーション科学・福祉工学 

キーワード：半側空間無視，プリズム順応，線分模写課題 
 
１．研究計画の概要 

左半側空間無視症状に対する治療介入方
法であるプリズム順応課題の効果を検討す
る．検討の前に，効果的な順応課題の条件を
設定するとともに感度の高いと考えられる
効果判定のための検査課題の作成を行う． 
 
(1)プリズム順応課題の条件設定 
 被検者は，プリズムレンズの付いた眼鏡を
かけて，目の前に提示された左右の視標に向
けて到達運動を繰り返す．その際，順応効果
を得るためには直線的な軌跡で素早い動作
が要求される．しかしながら，患者の中には
左右の視標のうち，左側の視標を見つけるこ
とが困難な場合がある．そのため，左側の視
標が見つけやすく，円滑な到達運動が可能と
なる視標の提示方法を検討する． 
 
(2)新たな検査課題の作成 
 従来の半側空間無視に対する評価ではプ
リズム順応効果を鋭敏に反映しない可能性
がある．また，これまでにプリズム順応課題
を用いた報告において，半側空間無視の下位
分類に基づいた評価方法は採用されていな
い．これらの点を考慮した評価方法を考案し
順応効果の判定に用いる． 
 
(3)患者特性とプリズム順応効果との関連に
ついての検討 
 得られた検査結果より，プリズム順応効果
と患者の左半側空間無視症状や病巣部位と
の関連を検討し，どのような症例であれば，
順応効果が期待できるかを明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 
(1)プリズム順応課題の条件設定 

健常者を対象とした実験では，左右に並ん
だ視標の数が 5つよりも 2つのほうで大きな
順応効果が得られた．この結果をもとに左半
側空間無視患者に対するプリズム順応課題
においては，2つの視標を提示する条件で実
施することがより高い効果の獲得につなが
ると推察された．ただし，このままでは左半
側空間無視患者は左側の視標を見つけるこ
とが困難であるかもしれないので，左側の視
標が探しやすいように左右の視標を線分で
つないで提示する方法を考案した． 

左半側空間無視患者を対象に，この視標の
提示方法と従来の方法である左右に独立し
た視標を提示する方法とで順応効果を比較
検討したところ，前者のほうで高い順応効果
が得られた． 
 
(2)新たな検査課題の作成 
 半側空間無視の下位分類として，何の左側
を見落とすのかという観点から，用紙の左側
を見落とすタイプと用紙に印刷された刺激
の左側を見落とすタイプに分類することが
できる．これまでに報告されてきたこれらの
タイプを評価できる課題では，刺激の左側の
見落としを評価する際に，その見落としの数
で評価をしているが，どの程度刺激の左側を
見落としているかは評価していない．そのた
め，この刺激に対する左半側空間無視の程度
を評価できる課題として，水平な線分を見本
とし，それと同じ長さの線分を模写する線分
模写課題を考案した．刺激の左側に対する半
側空間無視は，模写された線分の長さで評価
を行い，用紙の左側に対する半側空間無視は，
模写された線分の左右方向の偏倚で評価し
た． 複数の症例を対象にこの課題を用いて
半側空間無視症状を検討したところ，前者の
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タイプと後者のタイプの半側空間無視が独
立して起こりうることが明らかとなった．こ
のことから，線分模写課題を用いてそれぞれ
の症状を定量的に評価できることが明らか
となった． 

 
(3)患者特性とプリズム順応効果との関連に
ついての検討 

机上検査の成績とプリズム順応効果との
関連性は現時点では明らかではない．病巣部
位の特徴として，右中大脳動脈領域の広範な
損傷であってもプリズム順応効果が得られ
たが，後頭葉に損傷のある症例ではそれが得
られなかった． 

 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている． 
 当初の計画では，昨年度までに新たに考案
した視標を用いてプリズム順応効果の検討
を終える予定であった．しかしながら，プリ
ズム順応の効果判定に用いる線分模写課題
で 2つの異なるタイプの左半側空間無視をそ
れぞれ定量的に評価できるかどうか明らか
ではなかったために，継続してこの点を検討
する必要があった．結果として，新しい視標
を用いた実験の開始が遅延し，現時点では，
プリズム順応効果を十分検討できるだけの
検査結果は得られていない． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 プリズム順応課題の視標提示方法が決ま
り，効果判定の検査課題の有効性も確認され
たので，左半側空間無視患者に対して治療介
入の効果検討を行う．当院のみでは，十分な
症例数を確保することが困難である恐れが
あるので，他の病院に協力してもらい対象と
なる症例の紹介をしてもらう． 
 
５．代表的な研究成果 
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